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１．安全上の御注意  

 

これらの安全導入事項は危険な状態・設備機器破損を防ぐことを目的としています。 

ここでは、“警告”・“注意”によって危険状態のレベルを示しています。 

安全確保のためには、ＩＳＯ・ＪＩＳの安全慣習を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を 

負う可能性が想定される内容を示します。 

 

 

 

 

誤った取扱いをすると、人が傷害を負ったり、 

物的損害の発生が想定される内容を示します。 

 

 

 

２．はじめに  

 

この度は、Ｃ、ＣＡ、Ｆ、ＦＡ型遠心クラッチをご採用いただき、誠に有り難うございます。 

本機を安全に 又、末永く性能を維持してお使いいただく為に、ご使用前に必ず、本取扱説

明書をよく読みご理解いただいた上で、正しい取り扱いと保守を行なっていただく様、宜し

くお願い申しあげます。 
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３．警告・注意事項 

 

被動側ドラムをセットせず、駆動側（ユニット Assy）のみでの 

運転を禁止します。シューが飛び出し危険です。 

ドラムに手が入らぬ様、必ずカバーをして下さい。 

運転中にドラム内に手を入れると人身事故につながります。 

必ずカバーをして下さい。 

保守点検時は、クラッチが回転しない様にして下さい。 

保守点検時にクラッチが回転すると、重大な事故につながる恐れがあります。 

作業前に必ず、メカニカルロック等を施し、クラッチが回転しない事を確認

後、保守点検を行なって下さい。 

 

起動時、クラッチが異常にスリップし、動力を伝達出来ない時は、 

直ちに運転を中止して下さい。 

本取扱説明書のトラブルシューティングに従い、その原因をチェックして下

さい。 

ドラム内面に油脂が付着する事を禁止します。 

ドラム内面の油脂・錆等を除去し、シンナー等で拭き取って下さい。 

遠心クラッチご使用前に芯出し調整を実施して下さい。 

芯出し調整を行わずクラッチを使用した場合、クラッチ部の異音・異常振動

及び発煙（クラッチスリップ）等の原因となります。 

 

  



C001-0008FMV 訂 5 

 3 

４．概 要                           

  １．遠心クラッチは以下のような多くの特長を有しています。 

   ＊スタート時安全無負荷起動      ＊停止時逆転防止 

    ＊偏芯振動の吸収           ＊負荷の漸増 

    ＊巻線からカゴ型モーターへの代替可能 ＊ショックロードの吸収 

    ＊オーバーロードに対してスリップによる駆動機保護 

    ＊単純な構造             ＊起動電流の減少(モーター駆動時) 

＊安価 

   ２．シリーズ型式の特徴 

＊Ｃ型シリーズ－－－－－－－ 軸と軸の直結型で標準型の遠心クラッチです 

＊(Ｆ型シリーズ) －－－－－－ フランジ取付型 

＊ＣＡ.ＦＡ型シリーズ－－－－ フライホイールアダプターをエンジン 

                 フライホイールに直接取付した型です 

 ５．回転方向                          

     回転方向が、リンクプレートに貼ってある矢印通りになっているか、確認して下さい。 

   Ｃ型の場合は、駆動機の回転方向にシューがリンクに先行したような取り付け方であり、 

   （ 図参照･･･クラッチより駆動機の方へ向いて見て、右回転にてＣタイプ） 

逆に駆動機の回転方向にシューがリンクに引きずられるような取り付け方がＣＳタイプ 

回転となります。（クラッチより駆動機の方へ向いて見て、左回転にてＣＳタイプ） 

（F，FA 型は，構造上 右回転－ＣＳタイプ，左回転－Ｃタイプのみ対応となります．） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表示ボルト（赤印）は、調整済みです。触らないで下さい。 
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 ６．軸穴加工                          

◎ボス軸加工時、シュー側のボルトを抜いて、シューのみ取外して加工願います。 

      

             赤印のボルトは緩めないで下さい｡                

 

◎軸穴加工後は、元通りシューをセットしボルトを固く締付けて下さい。 

 ７．取付け方法                         

 

①ドラム内面に油、グリース、ごみ等が付着していないよう特に注意して下さい。 

  又、グリース跡も適当な溶剤できれいに拭き取って下さい。 

 

 

②リンク両端のボルトが、固く締め込まれているか調べて下さい｡ 

 

 

  

③駆動機の回転方向と、クラッチ回転方向（ラベル回転方向）と合わせて下さい｡ 

 

 

 

④ドラムのドラム口を駆動機側に向けて、セットして下さい｡ 

  

     もしドラムあるいはボスをテーパー又は
クサビ
楔 、 

     キーにてセットされる場合、各ボスに過度の拡張力が 

     加わるほど打ち込まないように願います｡ 

        

 

 

 

 

⑤駆動部及び被駆動部を、次項の説明のように芯出しして下さい。 

 尚、ドラム内に駆動部を挿入する時、シューをドラムに当て、又はそれによって 

 リンクに過度な力を加えないよう御注意願います。 
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 ８．芯出し                            

    この遠心クラッチは、要部にゴムブッシュを採用しており、その結果クラッチであり、 

    フレキシブルカップリングでもあるのです。 

    ここに、その許容芯出し精度や芯出し要領について図により説明します。 

                許容芯出し精度 

  ①平行方向の許容誤差 Ｘは         ②角方向の許容誤差 Ｙは 

    Ｘ≦１／２０００ Ｄ            Ｙ≦１／１０００ Ｄ 

  《例》Ｃ－１３６の場合           《例》Ｃ－１３６の場合 

     ドラム径：３６７ｍｍ           ドラム径：３６７ｍｍ 

    Ｘ≦１／２０００×３６７           Ｙ≦１／１０００×３６７ 

     Ｘ≦０．１８ｍｍ              Ｙ≦０．３７ｍｍ 

     ０．１８ｍｍまでＸ値を許容します。    ０．３７ｍｍまでＹ値を許容します｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               最大許容振れ（Ｘ，Ｙｍｍ） 

 型  式  平行方向 Ｘ  角方向 Ｙ  型  式  平行方向 Ｘ   角方向 Ｙ 

     ５３  ０．０８   ０．１６    １８６   ０．２５   ０．４９ 

     ７３   ０．１１   ０．２１    ２１８   ０．２９   ０．５８ 

     ９３   ０．１４   ０．２７    ２４８   ０．３３   ０．６６ 

   １２３   ０．１７   ０．３４    ３０８   ０．４１   ０．８２ 

   １３６   ０．１８   ０．３７    ３６８   ０．４９   ０．９８ 

   １５６   ０．２１   ０．４１    
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芯出し要領（ダイヤルゲージによる） 

  

 遠心クラッチご使用前に芯出し調整を実施して下さい。 

 芯出し調整を行わずクラッチを使用した場合、クラッチ部の異音・異常振

動及び発煙（クラッチスリップ）等の原因となります。 

 

下図を参照してクラッチユニットの芯出しを行います。誤差は、Ｘ及びＹ(mm)を超えては 

なりません｡（出来るだけ精密に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラッチユニットのセンタリングでは、ダイヤルゲージを上図のようにセットして下さい。 

この場合、ドライブシャフトを９０°回転させた時ドラムも９０°回転させ、ダイヤルゲージ 

を常に同じポイントに接触させる必要が有ります。 



C001-0008FMV 訂 5 

 7 

９．保守点検                          

◎ 原則として、この遠心クラッチはいかなる維持方法も必要としません。 

  

油は絶対差さないようにして下さい。 

  ベアリングやグリ－スシールのある特殊型へ給脂する場合は、ドラム内に油等が付着 

  しないようにして下さい。 

◎ 普通の御使用の場合、殆どライニングの減りは無く、取り替えも必要としませんが 

特別に重いロードで起動頻度が多い場合は、時々ライニング面の磨耗程度をチェックして 

下さい。 

 

１．ライニングの摩耗 

 

  １）ライニングの摩耗状態を定期的にチェックして下さい。 

                                                             単位（ｍｍ）     

 

 

型  式     ５３  ７３  ９３ １２３ 1 3 6    1 5 6    1 8 6    2 1 8    2 4 8    3 0 8    3 6 8    

ｔｎ     ４   ４   ４   ７  ６   ７   ７   ７   １０  １０  １０ 

ｔｗ   ２   ２ ２．３ ３．１  ３．１  ３．６  ３．６  ３．６  ４．１  ４．１  ４．１ 

 

２) ライニングが許容限界以上に達した場合、以下の手順でライニングを交換して下さい｡ 

            （分解図参照） 

 

①ドラムＡｓｓｙの止めボルトを抜き取り、ドラムの位置をずらしてシューを露出 

させます。 
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      ②シューとライニングを止めているリベットをタガネを用いて切り離します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②新しいライニングとシューの合わせ面に接着剤を使用し取付け、リベットをこれらの 

穴ヘ打ち込みます。接着は一回のみとし、次回はＡｓｓｙ交換のこと。 

            （推奨接着剤： セメンダイン＃８００８） 

 

   リベットを打ち込むと、その下端が下図のように広がって、確実な固定が行われます。 
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 １０．運転上の御注意                            

◎ 各セクションのボルトは固く締め込むよう、再度確認して下さい。 

◎ 被駆動側ドラムをセットせず、駆動部(ユニット Assy)のみにて運転しないよう御注意下さい。 

◎ ドラム内面に油等付着しないよう、取扱に御注意下さい。 

  (付着時は、必ずシンナー等で拭き取って下さい)  

◎ エンジンアイドリング回転速度は、クラッチエンゲージ回転速度より、１５０rpm 以上低い 

事が必要です。アイドリング回転速度とクラッチエンゲージ回転速度をチェックして下さい。 
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１１．構造                              

   ●遠心クラッチ分解図 例：Ｃ－２４８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 No   品    名  No   品    名  No   品    名 

  1 ドラム   7 六角穴付止めねじ  13 シューボルト 

  2 ドラムフランジ   8 ゴムブッシュ  14 Ｕナット 

  3 六角ボルト   9 ライニング  15 ハブボス 

  4 座金  10 リベット  16 六角ボルト 

  5 ノックピン  11 シューサポート  17 Ｕナット 

  6 シュー  12 リンクプレート    
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１２．トラブルシューティング                  

現　　象 状　　況 原　　　　　　　　因 処　　　置

エンジン起動時のみ
少し発煙する

起動後、１０秒間位の発煙は正常です 正　　常

遠心クラッチのドラム内面に油脂が付着し摩擦係数
が低下しスリップしている

遠心クラッチのドラムを分解しドラム内面、
ライニング表面を清掃する

ユニットAssyがドラム側に入りすぎて、シューボルトが
ドラムに当たっていないか確認して下さい

当たっている場合、当たらないように再
セット及び芯出し調整を行う

ポンプ側が正常状態でなく、オーバーロード状態に
なっている

エンジンを停止させ、ポンプ側を調査、原
因を排除する

遠心クラッチの能力が不足しており、スリップしている 遠心クラッチを再度選定し取り替え

エンジンの回転方向と遠心クラッチの回転方向の仕
様が異なっている為遠心クラッチが能力不足になっ
ている

正規の回転方向の遠心クラッチに組替え
する

エンジンの回転数が規定回転でなく低い回転数で運
転している為遠心クラッチが能力不足となっている

規定回転数で運転し規定速度以下では
運転しない

何等かの原因で一度遠心クラッチをスリップさせドラ
ムの温度が高温になっている状態で再起動し、定格
スピードで運転するがドラム温度が高温である為遠
心クラッチが能力不足となっている。

ドラム温度が常温になってから再起動す
る

エンジン運転途中に急
に発煙した

運転中ポンプに何等かのオーバーロードが発生した エンジンを止めて原因を排除する

遠心クラッチユニット部とドラム部が軸方向で機械的
に接触している為に異常音が発生している(軸方向
芯出し不良)

芯出し不良の為再度芯出しを行う

遠心クラッチユニット部とドラムカバーが軸方向で機
械的に接触している為に異音が発生している(軸方
向芯出し不良)

芯出し不良の為再度芯出しを行う

エンジンのネジリ振動、又は芯振れにより遠心クラッ
チがステックスリップを発生し高周波音を発生させる

振動系の調査を行う

N 遠心クラッチのギヤー部に潤滑油が入っていない為
歯をたたく金属音が発生している

潤滑油をギヤークラッチ部にいれる

エンジンの運転開始と
同時に振動が発生す
る

遠心クラッチ部分の芯出し不良 再度芯出しを行う

エンジンの運転開始
後３０分以上たってか
ら振動が発生する

エンジン本体の温度が上昇する事によりエンジン側
のセンターハイトが高くなり温体時に芯が変化し芯出
し不良となる

温体時の芯の変化を考慮した芯出しを行
う

N

N
ギヤークラッチをＯＦＦ
よりＯＮ側へ操作出来
ない N

ギヤークラッチの歯の先端同士が当たってクラッチ操
作できない

シフター部の赤色のレバーを下方に押し、
ギヤーケースを少し手で回転させた後再
度操作する

N
シフターレバーのストッパーピン（位置決めピン）を外
さずＯＮ．ＯＦＦ操作している

ｼﾌﾀｰﾚﾊﾞｰを反ｸﾗｯﾁ側に約30°～40°ね
じりｽﾄｯﾊﾟｰﾋﾟﾝ（位置決めﾋﾟﾝ）を外した後
ＯＮ，ＯＦＦ操作する

N
N シフター部とギヤークラッチの芯出しが悪い為ＯＦＦ側

へ操作できない
シフター部の芯出しを行う

遠心クラッチの前
後の軸受けが振
動する

ギヤークラッチの
ＯＮ-ＯＦＦ操作が
出来ない ギヤークラッチをＯＮよ

りＯＦＦ側へ操作出来
ない

N　は CL,NCL型  クラッチのみの現象です

エ
ン
シ
ン
起
動
後
も
発
煙
が
続
き
止
ま
ら
な
い

遠心クラッチ部よ
り発煙する(又は
スリップしている)

起動時のみ異音が発
生し運転中には異音
が発生しない

遠心クラッチ部よ
り異常音が発生
する

運転中常にクラッチ部
より異常音が発生して
いる

 


